
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１６年 ９月 １５日発行 会報第８５３号 

 

       今週のプログラム 

（２０１６年 ９月１５日 第８５３回例会） 

        

  卓話「クラブへの思い・想い・懐い」 

 

    担当  相原 正雄 会員 

 

      次週のプログラム 

（２０１６年 ９月２９日 第８５４回例会） 

       

   卓話「２０１６ 夏休み」 

      

     担当 山下 聰一郎 会員    

               ＜会長の時間＞         黒川彰夫会長 

  先週も申し上げましたが、９月は「基本的教育と識字率の向上月間」なのです。 

 しかし、今日は藤田親睦委員長の発案による、ここ「EXPOCITY」における「お月見例会」です。

皆様、大観覧車「オオサカホイール：Osaka Wheel」の 18分間を楽しまれましたか？ 

 観覧車のホームページには、「高さ 123mで日本一の観覧車、世界でも屈指の高さを誇り、全体のラ

ンドマークとして誕生し、大阪の街並み、夜景を一望できます。」と記載されています。さらに、全ゴ

ンドラには冷暖房を完備で、世界初となる免震構造を採用しているそうです。 

 観覧車は英語で「Ferris wheel」と言いますが、これは 1893年に開催されたシカゴ万博のために建

設されたのです。開発したのはアメリカ人技師のジョージ・ワシントン・ゲイル・フェリス・ジュニ

アでありまして、高さは 80.4mでした。それ以後、大観覧車のことを「フェリス・ウィール」と言う

ようになったそうです。その後、1900年に高さ 100mの観覧車が、パリ万国博覧会のために建設され

ました。この 100mの記録は 1989年まで約 90年間も破られませんでした。 

 この記録を破ったのが日本で、1989年に福岡で開催されたアジア太平洋博覧会の観覧車 105mが記

録を塗り替えたのです。 

 その後、世界中が競争のように高い観覧車を次々に建築しました。1997年に完成した大阪の天保山

大観覧車 112.5mも２年間ほど世界一でした。 

 現在、世界一の高さを誇るものは、2014年に完成したアメリカ ネバダ州 ラスベガスにある「ハイ・

ローラー」と呼ばれる 168mの観覧車で、「オオサカホイール」は世界５位です。 

 「ハイ・ローラー」は、１回転は 30分で、40人乗りのキャビンが 28個付いており、総定員 1,120

人の大観覧車です。チケットは、昼 25ドルと夜 35ドルとがあるそうです。ちなみに、「オオサカホ

イール」はゴンドラ台数 72基、定員は 1基当り 6人(２基:４人)で、総定員は 428人で、チケットは

1000円です。ラスベガスと大阪とどちらがいいでしょうか？ 

 

 

 

第８５２回例会 （２０１６年 ９月 ８日）の記録 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お客様＞   

 辻本敬二郎様、辻本経子様、鍵谷美香様、木村之保様、 

黒川三知子様、水島裕子様、小山有美子様 

＜出席報告＞      松田親男 出席担当 

   

会員数（内出席免除会員 4名）    24 名 

本日の出席者数（内免除会員 0名）  16 名   

本日の出席率              80 ％   

前々回 8月 25日の修正出席率   90.48 ％     

８月のホームクラブ出席率     80.95％ 

８月の平均出席率         85.71％ 

＜ロータリーソング＞ 

なし 

 

＜ピアノ演奏＞ 

なし 

 

＜ＳＡＡ報告＞ 

なし 

 

＜幹事報告＞                              木下健治 幹事            

１ 本日、前米山奨学生 安金花さんからお菓子の詰め合わせが届きました。 

来週例会で皆さまにお配りします。 

２ ９月１日の理事会決議事項 

① ロータリー財団１００周年記念シンポジウム公共イメージ向上協力金は 

２５０円×２４名分拠出決定 

② 会報フォーラムについて 

・「卓話枠無し型」を採用 フォームは別途送付 

・会報担当は自分の自己責任で作成すること。 

・「担当」⇒「文責」に変更 

・訂正箇所が多い場合や事務局で修正困難な原稿は返却になりますので、 

担当委員で再修正をお願いします。 

③ 米山レクリエーションの同行者（小山米山委員長）の件 

藤田国際委員長に一任 ⇒ 石田米山副委員長に打診 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お月見例会」 

  

   

   

   

  

 

 

 

 

 



 

   

   

     

 

                                       以  上 

＜編集後記・追加情報・ チョット一言・ライブラリー・etc＞ 

 

お月見例会としてエキスポシティへ。 

そこで、「オオサカホイール」に乗り１２３ｍの高さからお月見。 

その後は、「オリエンタルスプーン」に会場を移しお食事を戴き、 

黒川会長、水島会員、小山会員の奥様、そして４名のゲストを含め、 

和気あいあいとお月見例会を楽しみました。 

（文責：山本雅之） 


